
 

第54回 社会保険労務士試験 解答速報 

選択式試験  

本解答は8月28日17時00分に学校法人大原学園が独自に作成したもので、予告なしに内容を変更する場

合があります。また、本解答は学校法人大原学園が独自の見解で作成、提供しており、試験機関による本

試験の結果等について保証するものではありません。 

本解答の著作権は学校法人大原学園に帰属します。無断転用・転載を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔問 １〕労働基準法及び労働安全衛生法 

Ａ ② ８月31日 

Ｂ ⑨ 他の不当な動機・目的をもつて 

Ｃ ⑦ 甘受すべき程度を著しく超える不利益を（後略） 

Ｄ ⑳ 労働者の作業内容を変更したとき 

Ｅ ⑥ 快適な職場環境の実現 

〔問 ２〕労働者災害補償保険法 

Ａ ② ９ 

Ｂ ⑦ 290 

Ｃ ⑱ 労働者 

Ｄ ⑲ 労働者を使用するものがあること 

Ｅ ⑨ 営業等の事業に係る業務 

〔問 ３〕雇用保険法 

Ａ ① 最後の完全な６賃金月 

Ｂ ④ 雇用保険被保険者離職票 

Ｃ ④ 2,061円 

Ｄ ③ 令和３年８月31日 

Ｅ ③ 4,000円を超えない 

〔問 ４〕労働に関する一般常識 

Ａ ② 2.3 

Ｂ ⑥ 100人超 

Ｃ ⑰ ジョブコーチ 

Ｄ ⑪ 継続が期待されていた 

Ｅ ⑮ 従前の労働契約が更新された 

 

 

 

 

〔問 ５〕社会保険に関する一般常識 

Ａ ⑨ 61.0 

Ｂ ⑱ 配偶者 

Ｃ ④ 15歳に達する日以後の最初の３月31日（後略） 

Ｄ ⑰ 身体上又は精神上の障害 

Ｅ ② ６か月 

〔問 ６〕健康保険法 

Ａ ⑮ 88,000円以上 

Ｂ ⑪ 200以上 

Ｃ ⑩ 180日 

Ｄ ③ 10 

Ｅ ⑰ 厚生労働大臣 

〔問 ７〕厚生年金保険法 

Ａ ⑤ 開始した日の属する月 

Ｂ ⑯ 終了する日の翌日が属する月の前月 

Ｃ ⑱ Ｗ 

Ｄ ⑨ 月額２万円 

Ｅ ④ 65歳に達する日の前日 

〔問 ８〕国民年金法 

Ａ ⑪ その障害の状態に該当しない間 

Ｂ ④ ４分の３ 

Ｃ ⑮ 福祉を増進する 

Ｄ ⑰ 理解を増進させ、及びその信頼を向上させる 

Ｅ ⑳ 分かりやすい形で通知 

 

 

※正解肢となる語句を大原のテキスト・問題集等の教材の中で出題・掲載している数  

 



  

第54回 社会保険労務士試験 

今年もズバリ！ 選択式 的中箇所！ 
 

本試験問題  大原教材 的中例 

 

労働基準法・労働安全衛生法  選択式直前対策演習 

Ｅ：⑥ 快適な職場環境の実現  

 

 

事業者は、単にこの法律で定める労働災害の防

止のための最低基準を守るだけでなく、【Ｄ】

の実現と労働条件の改善を通じて職場における

労働者の【Ｃ】を確保するようにしなければな

らない。 

 Ｄ：快適な職場環境 

 

労働に関する一般常識  全国統一公開模擬試験Ⅱ 

Ａ：② 2.3  

 

 

 

 

事業主（国及び地方公共団体等を除く。）は、厚

生労働省令で定める雇用関係の変動がある場合

には、その雇用する対象障害者である労働者の

数が、その雇用する労働者の数に【Ｃ】を乗じ

て得た数（その数に１人未満の端数があるとき

は、その端数は、切り捨てる。）以上であるよう

にしなければならない。 

 Ｃ：100 分の 2.3 

 

労働に関する一般常識  選択式トレーニング問題集 

Ｂ：⑥ 100人超 

 

 

 

 

２ 事業主が納付すべき障害者雇用納付金の額

は、各年度につき、調整基礎額に、一定の方法

により算定して得た数を乗じて得た額とする。

なお、調整基礎額は【Ｂ】円とされている。 

３ 上記１ ・２ の規定は、その雇用する労働者

の数が常時【Ｃ】である事業主については、当

分の間、適用しない。 

 Ｃ：100 人以下 

 

 



 

社会保険に関する一般常識  選択式トレーニング問題集 

Ｅ：② ６か月 

 

 

 

 

「要介護状態」とは、身体上又は精神上の障害

があるために、入浴、排せつ、食事等の日常生

活における基本的な動作の全部又は一部につい

て、【Ｂ】間にわたり継続して、常時介護を要

すると見込まれる状態であって、（略） 

 Ｂ：６か月 

 

健康保険法  選択式トレーニング問題集 

Ａ：⑮ 88,000円以上 

 

 

 

 

ｃ 報酬（一定のものを除く。）について、厚生

労働省令で定めるところにより算定した額が、

【Ｅ】未満であること。 

 Ｅ：８万８千円 

 

健康保険法  選択式トレーニング問題集 

Ｂ：⑪ 200以上 

Ｃ：⑩ 180日 

 

 

 

 

【Ａ】は、厚生労働大臣が定める先進医療など

が該当し、【Ｂ】は、【Ｃ】床以上の病院の未

紹介患者の初診、【Ｄ】を超える入院などが該

当する。 

 Ｃ：200 

Ｄ：180日 

 

健康保険法  全国統一公開模擬試験Ⅰ 

Ｄ：③ 10  

 

 

この選択は、同時に二以上の事業所に使用され

るに至った日から【Ａ】に、一定の事項を記載

した届書を全国健康保険協会を選択しようとす

るときは厚生労働大臣に、健康保険組合を選択

しようとするときは健康保険組合に提出するこ

とによって行うものとする。 

 Ａ：10日以内 

 



 

厚生年金保険法  選択式トレーニング問題集 

Ａ：⑤ 開始した日の属する月 

Ｂ：⑯ 終了する日の翌日が属する月の前月 

 

 

 

 

産前産後休業をしている被保険者が使用される

事業所の事業主が、主務省令で定めるところに

より実施機関に申出をしたときは、当該被保険

者に係る保険料であってその産前産後休業を 

【Ｃ】 からその産前産後休業が終了する 

【Ｄ】 までの期間に係るものの徴収は行わな

い。 

 Ｃ：開始した日の属する月 

Ｄ：日の翌日が属する月の前月 

 

国民年金法  選択式トレーニング問題集 

Ｂ：④ ４分の３  

 

 

 

 

寡婦年金の額は、死亡日の属する月の前月まで

の第１号被保険者としての被保険者期間に係る

死亡日の前日における保険料納付済期間及び保

険料免除期間につき、第 27 条（老齢基礎年金の

額）の規定の例によって計算した【Ａ】とする。 

 Ａ：額の４分の３に相当する額 

 

国民年金法  選択式トレーニング問題集 

Ｃ：⑮ 福祉を増進する  

 

 

基金は、加入員及び加入員であった者の【Ｂ】

を増進するため、必要な【Ｃ】をすることがで

きる。 

 Ｂ：福祉 

 


